
 
中 3生のみなさんへ 

中 3生のみなさんは、夏休みに、受験に向け夏期講習を実施します。 

この夏期講習で 1，2 年の基本事項を復習し、夏休み明けからの入試実践

問題演習につなげていきたいと思います。高校受験が成功するかどうかは、

この夏にかかっています。また、夜の通常授業では、期末テストの勉強をし

ます。 

中 1・2年生のみなさんへ 

中 1、２年のみなさんも、夏休み期間中は、休み明けに行われる期末テス

トの勉強をします。テスト対策の日時は、後日別紙にてお渡しします。 
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And so you touch this limit, something happens and you suddenly can 

go a little bit further. With your mind power, your determination, your 

instinct, and the experience as well, you can fly very high.” 

 ~Ayrton Senna. 
 
「そしてあなたはこの限界に触れ、何かが起こり、あなたは突然少し先に進めるようにな

ります。あなたの精神力、決意、本能、そして経験をもってすれば、あなたはとても高く

飛べます。」 
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勉
強
に
対
し
て
、
積
極
的
で
な
い
子
は
、
よ
く
次
の
よ
う
な
言
葉
を
い
い
ま
す
。 
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よ
く
、
み
な
さ
ん
が
、「
も
う
無
理
、
限
界
！
」
と
口
に
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
言
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
？ 

 

 

恐
ら
く
そ
れ
は
、
考
え
た
け
ど
わ
か
ら
な
い
、
解
け
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ
の
子
の
今
の
能
力
の
限
界
ま
で
考
え
て
の
言
葉
で
し
ょ
う
か
。 

 

多
く
の
場
合
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

考
え
る
習
慣
の
な
い
子
は
、
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
今
ま
で
教
え
て
も
ら
っ
た
知
識
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
簡
単
に
解
け

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
考
え
る
と
い
う
行
為
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
子
は
、
簡
単
に
「
無
理
、

限
界
」
と
言
い
出
し
ま
す
。
限
界
ま
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

 

で
す
か
ら
、
難
し
い
問
題
に
直
面
す
る
と
、
そ
の
問
題
は
、
自
分
の
限
界
外
の
問
題
で
、
自
分
に
は
ど
う
や
っ
て
も

解
け
な
い
と
言
っ
て
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

こ
れ
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
テ
ス
ト
の
点
数
は
伸
び
ま
せ
ん
。 

 

人
間
は
、
生
き
物
で
す
。
成
長
し
ま
す
。
特
に
中
学
生
は
成
長
盛
り
で
す
。
成
長
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
限

界
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
、
出
来
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。 

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
出
来
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
中
間
テ
ス
ト
で
思
う
よ
う
な
点
数
の
取
れ
な
か
っ
た
子
は
、
こ
の
「
考
え
る
」
と
い
う
行
為
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
す
。
誰
か
に
聞
く
前
に
、
今
ま
で
以
上
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
限
界
を
超
え
る
よ
う
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
ま
で
の
自
分
か
ら
抜
け
出
し
て
、
も
っ
と
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
し
て
、
出
来
な
か
っ
た
問
題
に
、
も
う
一
度
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

意
外
に
、
出
来
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
す
よ
。 

  
今月の予定 

7月２０日（月）（海の日）は塾の授業を行います。 

塾の夏期休暇は 8月 12日（水）～16日（月）です。ご予定下さい。 

中 3生の夏期講習は７月中旬以降から始める予定です。 

夏期講習は上記の夏期休暇にも行います。 

この時期、中学２年生・３年生に学校から志望校、進路についてのアンケー

トが出されます。中学３年の子どもたちでも、まだ、それらを決めることは出

来ないかもしれません。 

 

学校は、早く志望校を決め、受験勉強に集中してほしいから、このようなア

ンケートを出すのでしょう。 

子どもたちの高校選びの判断材料は次のようなものです。 

 

1、 部活  2、兄弟、親の出身校  3、制服  4、３年後の進路 

 

１～3 が子供たちの高校選びの判断材料になります。4 で決める子は、少数派

です。しかし、志望校は、３年後の自分、将来の自分がどうなりたいかで、決

めるべきです。 

 

もう一つ高校選びの判断材料があります。それは、今の５教科の勉強を続け

ることが出来るかです。５教科の勉強が嫌いだという子は、工業、商業、農業

などの職業科の高校を選ぶという選択肢もあります。職業科の高校では、５教

科以外の勉強もしますから、自分に思ってもみなかった興味あることを見つけ

るかもしれません。これらの高校では、５教科の勉強もありますが、それらは

基本的な内容で、５教科の勉強が好きではない子にとって、負担になるような

難しさではありません。 

 

しかし、ただ、５教科の勉強が好きではないというだけで、職業科の高校を

選択するのも賛成しかねます。なぜかというと、職業科の高校を選択すると、

３年後の進路が限定されるからです。 

志望する高校のパンフレットに載っている卒業生の進路を見て、高校選びを

するのも一つの方法です。最近は職業科の生徒も、専門学校も含め７０%から

８０%は進学するそうです。 

 

将来の希望、目標が決められないなら、普通科の高校に行くべきです。そし

て、高校３年間で自分の将来を考えましょう。 

 

 


